	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈｏｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　　　　 　 №40　 2006. 2. 1

	

	　　　　　　　　　　　　　アイチウイルスが検出された食中毒

昨年10月に大分県で発生した食中毒で、アイチウイルスが検出されました。1989年に生カキによる食中毒発症者から初めて分離されたウイルスです。アイチウイルスはあまり知られていませんので、概要をまとめました。
アイチウイルスが検出された食中毒事例
病原微生物検出情報，Vol.27，No.1，13（2006.1.15）

発生年月　　　平成１７年１０月

原因施設　　　大分県別府市　飲食店　

摂食者数　　　２１名

発症者数　　　１６名　　発症率 76.2％

症　状　　　　嘔吐、下痢、発熱、腹痛　平均潜伏時間４３時間

食事の内容　　おぼろ豆腐、カキ塩辛、栗銀杏、かもたたき、さんま寿司、刺身、りんご、釜グラタン､豚トマト煮、うなぎ、天ぷら、イクラ飯など

糞便検査　　　ウイルス検査で、発症者便７検体中６検体からノロウイルス（GⅠ、GⅡ）、アイチウイルスを検出。飲食店従業員便からは不検出。食中毒起因菌はともに不検出。

食品検査　　　食品の残品は無かった。カキ塩辛と同一の製品があったので、ノロウイルスとアイチウイルスの検査をしたところ、アイチウイルスを検出。ノロウイルスは不検出。ノロウイルスが不検出だったのは、ウイルス量が検出限界以下であったか、製品個体の違いによると考えられた。

アイチウイルス（Aichivirus）とは
分　類　　　　ピコルナウイルス科コブウイルス属

　　　　　　　（ピコルナウイルス科にはA型肝炎ウイルスが含まれる）

初めての報告　1989年に愛知県において生カキの摂食による食中毒発症者便から分離。その後の血清疫学調査により、広く世界に分布していることが明らかになった。

感染源　　　　生カキなどの２枚貝を食べた事例が多い

症　状　　　　愛知県衛生研究所：アイチウイルス単独の事例が無く（ノロウイルスと同時に検出）、詳細は不明。

発生頻度　　　ノロウイルス、ロタウイルス、アストロウイルスなどに比べ大変少ない

愛知県の1999年の報告では腸炎の集団発生事例でRT-PCR法により37事例中12事例（32.4％）でアイチウイルスの関与が認められた。

福岡市において、平成14年4月から16年３月の期間に下痢または胃腸炎症状を呈し、かつノロウイルスが検出されなかった12事例38検体を検査したところ、１検体からアイチウイルスが検出された。

抗体保有率　　平成12年のウイルス性下痢症研究会での報告によると全国５地区の抗体保有率の平均は10歳代で42％、20歳代で59％、30歳代で66％、40歳代以上は80％以上であった。

　

　アイチウイルスの検出事例は大変少ないですが、検査をしていないためかも知れません。今後、ウイルス性胃腸炎症状を呈した場合にノロウイルス、サポウイルスなどに加えアイチウイルスを検査すれば検出率が上がり、症状などが判ってくるものと思います（笈川）。
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